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へ
本
を
寄
贈

小
さ
い
時
か
ら
本
に

親
し
ん
で、

心
豊
か
な
人
聞
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

毎
年、

阿
部

宗一
郎
さ
ん
（
朝
日
相

扶
社

長
・

常
盤）

よ
り
二
校
に
本
を

寄
贈
い
た
だ
い
て
い
ま
す。

今
年
は

合
わ
せ
て
三
百
三
十
冊
（
二
十
二
万

五
千
円）

が
贈
ら
れ
ま
し
た。
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空
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十
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五
日
樹
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七
日
制

・
場
所

朝
日
自
然
観
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内
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①
空
気
シ
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ポ
ジ
ウ
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・
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マ
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空
気
に
や
さ
し
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町

づ
く
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・
環
境
庁

長
官
記
念
講
演
会

②
空
気
神
社
総
合
竣
工
式
典

③
世
界
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ

・
記
念
植
樹
な
ど

④
豊
か
な
自
然
市
場

・
芋
煮 、
コ
ン
ニ
ャ
ク 、

キ
ノ
コ

を
は
じ
め
農
産
物
の
即
売
会

・
健
康
づ
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り
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入
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－
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「
家
族
の
健
康
社
会
の
財
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（
新

宿
・

阿
部

忠
男）

マラソンでおなじみの大舟木の佐藤吉
範さんが真美さんとめでたくゴ ー ルイン。
友だちの紹介で知り合って一年半。建築
関係の型枠解体業をしている吉範さんに
「人を引っぱるたくましさとやさしさを

感じました」と語ってくれる真美さん。
一方吉範さんは真美さんの 「明るく健康
的なところにひかれました」。

ハネム ー ンはニュ ージーランドへ。広
大な大地で思い切り楽しんで来たいと語
る二人。子供は3人以上、親子でジョギ
ングをするのが一番の楽しみだそうです。
お幸せにノ （阿部弘美広報委員）
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づ
く
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受
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健
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我
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宝
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（
西
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・

鈴
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・
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

・
期
間

九
月
二
十一
日
i

三
十
日

．
重
点
目
標

①
交
通
安
全

あ
り
が
と
う
県
民
運

動
の
実
践

②
高
齢
者
の
歩
行
中 、

自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止

③
シ
l
ト

ベ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

・
お
わ
び
と
訂
正

八
月
号
「

町
民
の
ひ
ろ
ば
L

で
長

岡
美
幸
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は

長
岡
喜

美
雄
さ
ん
の
誤
り
で
し
た。
お
わ
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す。
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町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
情
報
が
と
て
も
多
く、

紙
面
に
載

せ
ら
れ
な
い。

あ
り
が
た
い
ζ
と
で

も
あ
り、
ご
容
赦
顕
い
た
い。

こ
の
朝
日

町
に
も
ヨ
ッ
ト
を
操
る

子
ど
も
た
ち
が
い
る。

し
か
も
七
年

も
前
か
ら
や
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら

び
っ
く
り。

九
月
七
日 、

送
橋
小
学
校
の
三
年

生
以
上
三
十
名
と
父
兄 、

そ
れ
に
先

生
た
ち
が
山
辺

町
の
玉
虫
沼
で
ヨ
ッ

ト
を
楽
し
ん
で
い
た。

県
ヨ
ッ
ト

連

⑬ 

春夏茶室
編集後記

盟
副
会

長
の
伊
藤
健
さ
ん
が、

山
の

子
供
た
ち
に
も
ヨ
ッ
ト

の
そ
う
快
感

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
年
二
回
行
わ
れ
て
い
る。

六
年
生
と
も

な
る
と、
セ
ー

ル（
帆）

を
巧
み
に
操
作
し
直
進
さ
せ
た
り、

カ
！

プ
を
描
い
た
り
な
か
な
か
の
も

の。二
人
乗
り
用
の
オ
プ
テ
ミ
ス
ト（

楽

天
家）
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
ヨ
ッ

ト 、

湖
面
を
滑
る
姿
は
初
秋
の
赤
と

ん
ぽ
と
い
っ
た
と
こ
ろ。
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